
いちごドリルプリント

中部地方 名前

問1 北陸地方の農業的特徴に関する記述として、統計から読み取れる事実とその背景となる理由の組み合わせとして最も適切なものを選びなさい。
（2018年 沖縄県公立入試 類似）

1. 農業産額の約半分を野菜が占めて
おり、雪解け水を利用した夏から秋
にかけての出荷が中心である。

2. 農業産額の約半分を畜産が占めて
おり、広大な土地を活用した大規模
な乳牛の飼育が行われている。

3. 農業産額の約半分を果実が占めて
おり、扇状地や水はけの良い土地を
活かした栽培が行われている。

4. 農業産額の約半分を米が占めてお
り、冬の積雪の影響で裏作が困難な
地域が多く、単作地帯となった。

問2 長野県、岐阜県、富山県にまたがり、標高3000メートル級の険しい山々が連なる山脈について、通称「北アルプス」とも呼ばれる名称として正
しいものはどれですか。 （2026年 山形県公立入試 類似）

1. 飛騨山脈 2. 木曽山脈 3. 日高山脈 4. 赤石山脈

問3 日本の4つの道県の農業産出額の内訳を比較した統計において、ある県では「米」の占める割合が全体の半分以上に達し、野菜や畜産の割合が相
対的に低いという特徴が見られます。この統計が示す都道府県として最も適切なものはどれですか。 （2019年 群馬県公立入試 類似）

1. 鹿児島県 2. 北海道 3. 千葉県 4. 新潟県

問4 中部地方の地図上において、北側に位置する飛騨山脈、中央に位置する木曽山脈、そして南東側に位置する赤石山脈の3つを総称した呼び名とし
て適切なものを選びなさい。 （2018年 埼玉県公立入試 類似）

1. 奥羽山脈 2. 中国山地 3. 四国山地 4. 日本アルプス

問5 中部地方の各県の工業出荷額の内訳をまとめた統計において、輸送用機械の割合が極めて高い愛知県や静岡県に対し、食料品、化学工業、電子
部品・デバイス工業などがバランスよく含まれていることが特徴である県はどこですか。 （2024年 静岡県公立入試 類似）

1. 長野県 2. 福井県 3. 石川県 4. 富山県

問6 本州の中央部、日本海側に位置する県の地理的特徴について述べた文として、正しいものはどれか。なお、この県は中部地方（北陸地方）に属
し、石川県、京都府、滋賀県、岐阜県の4県と隣接しているものとする。 （2022年 愛媛県公立入試 類似）

1. 日本海に面しており、能登半島が
北側に大きく突き出している石川県
である。

2. 県域のすべてが内陸に位置してお
り、日本海には面していない滋賀県
である。

3. 日本海に面しており、県南部には
リアス海岸が発達した若狭湾がある
福井県である。

4. 日本海に面しているが、中部地方
ではなく近畿地方に分類される京都
府である。

問7 東海工業地域に属する静岡県では、自動車やオートバイなどの生産が非常に盛んです。県の製造品出荷額において、24パーセント以上の最も高
い割合を占めている産業分類を選択肢から選びなさい。 （2026年 三重県公立入試 類似）

1. 情報通信機械器具製造業 2. 輸送用機械器具製造業 3. 化学工業 4. 電気機械器具製造業

問8 東京都中央卸売市場におけるレタスの月別取扱量の統計をみると、8月を中心とした夏季において、長野県産の取扱量が他県を圧倒して多くなっ
ています。このように、標高が高い地域の涼しい気候を活かして、他の地域が栽培に適さない時期に野菜を出荷する農業形態を何といいますか
。 （2019年 長崎県公立入試 類似）

1. 高冷地農業 2. 近郊農業 3. 促成栽培 4. 二毛作

問9 長野県の諏訪盆地では、かつて盛んだった製糸業の伝統や、空気や水がきれいな自然環境を活かして、時計やカメラ、医療機器といった高度な
加工技術を必要とする産業が発達しました。このような工業の種類を何といいますか。 （2026年 山形県公立入試 類似）

1. せんい工業 2. 重化学工業 3. 石油化学工業 4. 精密機械工業

問10 愛知県の田原市などで盛んに行われている、温室やビニールハウスなどの施設を利用し、光や温度を人工的に調節して野菜や花を栽培する農業
の形態を何といいますか。 （2018年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 促成栽培 2. 施設園芸 3. 近郊農業 4. 抑制栽培

問11 急峻な山々に挟まれ、木曽川が北東から南西へと流れる谷底のわずかな平地に、集落や鉄道、道路が密集している地域があります。江戸時代、
この場所には「福島関所」が置かれ、山岳地帯を通る主要な交通路の要所となっていました。この街道の名称として正しいものはどれですか。
（2018年 神奈川県公立入試 類似）

1. 日光街道 2. 東海道 3. 中山道 4. 甲州街道

問12 静岡県の農業の特色について、茶とみかんの生産状況や地理的背景をふまえて説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2020年

滋賀県公立入試 類似）

1. 茶の生産量は全国一位であるが、
みかんの生産は寒冷な北部山間部に
集中しており、全国的なシェアは低
い。

2. 日本一の茶の生産量を誇るほか、
温暖な気候や傾斜地を活かしたみか
んの生産でも全国的に高いシェアを
占めている。

3. 明治時代に開拓された牧之原台地
でみかんの栽培が始まり、現在は茶
の生産を上回る主要な産品となって
いる。

4. 茶の生産量は全国上位であるが、
みかんの生産に関しては四国地方や
九州地方に次ぐ規模であり、全国シ
ェアは一割に満たない。

問13 愛知県瀬戸市は、鎌倉時代から続く伝統的な工芸品の産地として知られています。この地域で生産される、良質な粘土を原料とした「瀬戸焼」
などの工芸品を総称して何と呼びますか。 （2021年 奈良県公立入試 類似）

1. 鉄器 2. 漆器 3. 陶磁器 4. 織物

問14 静岡県の牧之原などの台地では、明治維新によって職を失った士族（旧幕臣）や川越人足らによって大規模な土地の開墾が行われ、現在の日本
を代表する農業景観が形成されました。この地域で行われている農業の背景と特徴について述べた文として、最も適切なものを選びなさい。
（2022年 奈良県公立入試 類似）

1. 温暖な気候を利用して、ビニール
ハウスを用いたメロンの促成栽培が
行われた。

2. 平坦な低地を活かして大規模な水
田が整備され、稲作の機械化が進ん
だ。

3. 都市部への出荷を目的とした、キ
ャベツなどの近郊農業が中心となっ
た。

4. 水はけの良い台地の特性を活かし
、輸出用や国内消費用の茶の生産が
拡大した。


